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陳 情 第 １ ５ 号 令和元年１１月７日受理 

付 託 委 員 会 総務常任委員会 

件   名 
「日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める

意見書」の採択を求める陳情書 

陳 情 要 旨 

（陳情趣旨）  

 私たち平和を願う市民社会は、被爆者とともに、戦争も核兵器もない世界を

長年にわたり熱望してきました。核兵器禁止条約が国連で採択されてから２年

余、私たちは日本政府が世界をリードすることを望んでいます。世界で唯一の

戦争被爆国として、一刻も早く核兵器禁止条約に署名、批准することを強く求

める意見書の採択を求めるものです。 

 今、全国で、１０月１８日現在、４３４の自治体議会で「批准を求める意見

書」が採択されています。千葉県では、１議会（同趣旨の採択を含めても３議

会）にとどまっています。被爆７５年の２０２０年に向けて、日本政府に「意

見書採択」を求めて書面にて陳情する次第です。どうかお取り計らいのほどよ

ろしくお願い申しあげます。 

 

（陳情理由） 

 １９４５年８月、広島・長崎にアメリカの原子爆弾が投下されてから７２年

を経た２０１７年。同年７月７日に歴史的な核兵器禁止条約が国連で採択され

ました。２０１８年９月２０日に核兵器禁止条約への調印、批准、参加が開始

されて以降、条約調印国はアジア、ヨーロッパ、中南米、アフリカ、太平洋諸

国の７９カ国、批准国は３３カ国にひろがっています。 

 核兵器禁止条約は、核兵器について破滅的な結末をもたらす非人道的な兵器

であり、国連憲章、国際法、国際人道法、国際人権法に反するものであると断

罪して、これに「悪の烙印」を押しました。核兵器は、歴史上初めて明文上も

違法なものとなりました。そして、条約は、開発、生産、実験、製造、取得、

保有、貯蔵、使用とその威嚇にいたるまで、核兵器に関わるあらゆる活動を禁

止し、「抜け穴」を許さないものとなっています。さらに、条約は、核保有国

の条約への参加の道を規定するなど核兵器完全廃絶への枠組みを示すととも
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に、被爆者や核実験被害者への援助を行う責任も明記され、被爆国、被害国の

切望に応えるものになっています。世界各国で被爆７５年にあたる２０２０年

に向けて、核兵器禁止条約の早期発効にむけた努力がされています。あらため

て、世界で唯一の戦争被爆国である日本の同条約に対する姿勢が問われている

のではないでしょうか。 

 貴議会におかれまして核兵器禁止条約への署名、批准を求める意見書の採択

にご尽力いただきますよう重ねてお願い申しあげます。 

 


